
(57)【要約】
【課題】抗原抗体反応を利用して被検物質を測定するため、より簡便に免疫学的手法で検
出する方法を提供することを課題とする。
【解決手段】
抗原抗体反応を利用する被検物質の検出方法において、被検物質に対する抗体との親和性
を変化させた被検物質の一部分又は改変体と、該抗体との複合体を用いることを特徴とす
る検出方法である。また、抗原抗体反応を利用する被検物質の検出方法において、被検物
質に対する抗体との親和性が低下した被検物質の一部分又は改変体と、該抗体との複合体
を用いることを特徴とする検出方法である。

JP 2005-114444 A 2005.4.28



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
抗 原 抗 体 反 応 を 利 用 す る 被 検 物 質 の 検 出 方 法 に お い て 、 被 検 物 質 に 対 す る 抗 体 と の 親 和 性
を 変 化 さ せ た 被 検 物 質 の 一 部 分 又 は 改 変 体 と 、 該 抗 体 と の 複 合 体 を 用 い る こ と を 特 徴 と す
る 検 出 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
抗 原 抗 体 反 応 を 利 用 す る 被 検 物 質 の 検 出 方 法 に お い て 、 被 検 物 質 に 対 す る 抗 体 と の 親 和 性
が 低 下 し た 被 検 物 質 の 一 部 分 又 は 改 変 体 と 、 該 抗 体 と の 複 合 体 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る
検 出 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 方 法 が 免 疫 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 検 出 方
法 。
【 請 求 項 ４ 】
被 検 物 質 が ダ ニ ア レ ル ゲ ン で あ る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 検 出 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
被 検 物 質 の 一 部 分 が エ ピ ト ー プ （ 抗 原 認 識 部 位 ） ま た は 該 エ ピ ト ー プ の １ ア ミ ノ 酸 以 上 の
付 加 、 欠 失 又 は 置 換 誘 導 体 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 検 出 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
被 検 物 質 の 改 変 体 が １ ア ミ ノ 酸 以 上 の 付 加 、 欠 失 又 は 置 換 誘 導 体 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 検 出 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
被 検 物 質 の 一 部 分 ま た は 改 変 体 に 色 素 を 結 合 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 項 １ ～ ６ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 検 出 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 抗 原 抗 体 反 応 を 利 用 し て 被 検 物 質 を 測 定 す る た め の 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
診 断 の 分 野 で は 微 量 物 質 の 測 定 法 と し て 種 々 の 方 法 が 開 発 さ れ て い る が 、 高 感 度 測 定 法 と
し て 抗 原 抗 体 反 応 を 利 用 し た 免 疫 分 析 法 が 幅 広 く 利 用 さ れ て い る 。 最 近 で は 、 一 般 医 院 や
家 庭 に お い て も 簡 易 測 定 の 必 要 性 も 高 ま り 簡 易 型 測 定 装 置 や キ ッ ト が 開 示 さ れ て い る （ 特
許 文 献 １ 、 ２ 、 ３ ， ４ 等 参 照 ） 。
開 示 さ れ て い る 方 法 で は 、 抗 体 を 固 定 化 し た ニ ト ロ セ ル ロ ー ス な ど の ろ 紙 担 体 に 各 種 必 要
な 試 薬 を 塗 布 し て お き 被 検 試 料 を 所 定 の 位 置 に 加 え 毛 細 管 現 象 に よ っ て 試 料 が ろ 紙 上 を 移
動 し 所 定 の 位 置 に 結 合 し た 標 識 試 薬 を 測 定 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
最 近 で は 、 ア サ ヒ フ ー ド ア ン ド ヘ ル ス ケ ア 株 式 会 社 （ 本 社 ； 東 京 ） か ら 免 疫 ク ロ マ ト グ ラ
フ ィ ー の 原 理 を 利 用 し た “ ダ ニ ス キ ャ ン （ 商 品 名 ） ” が 発 売 さ れ て い る 。 本 品 は 、 室 内 塵
の 中 で ア レ ル ギ ー に 強 く 関 わ っ て い る ダ ニ ア レ ル ゲ ン を 半 定 量 的 に 測 定 で き る も の で あ り
一 般 家 庭 で も 利 用 さ れ て い る 。 こ の 製 品 は 、 被 検 試 料 を 加 え る 場 所 の 工 夫 に よ っ て 固 体 試
料 を 測 定 で き る よ う に な っ て い る 。
こ れ ま で に 開 発 さ れ て き た 当 該 分 析 手 法 で は 、 標 識 抗 体 、 捕 捉 抗 体 お よ び 残 存 し た 捕 捉 抗
体 を 捕 捉 す る 抗 体 の 3種 が 不 可 欠 で あ っ た 。 特 に 、 被 検 物 質 に 対 す る 抗 体 は 認 識 部 位 の 異
な る 2種 類 が 必 要 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 63-281053号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 2-500540号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 4,235,601号 明 細 書
【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 第 4,361,537号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
近 年 で は 、 抗 体 が 認 識 す る 部 位 の 構 造 が 明 ら か に な っ て い る 被 検 試 料 が 増 加 し て い る 。 本
発 明 で は 、 そ の 知 見 を 用 い 、 抗 原 抗 体 反 応 を 利 用 し て 被 検 物 質 を 測 定 す る た め 、 よ り 簡 便
に 免 疫 学 的 手 法 で 検 出 す る 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 第 一 は 、 抗 原 抗 体 反 応 を 利 用 す る 被 検 物 質 の 検 出 方 法 に お い て 、 被 検 物 質 に 対 す
る 抗 体 と の 親 和 性 を 変 化 さ せ た 被 検 物 質 の 一 部 分 又 は 改 変 体 と 、 該 抗 体 と の 複 合 体 を 用 い
る こ と を 特 徴 と す る 検 出 方 法 で あ る 。 本 発 明 の 第 二 は 、 抗 原 抗 体 反 応 を 利 用 す る 被 検 物 質
の 検 出 方 法 に お い て 、 被 検 物 質 に 対 す る 抗 体 と の 親 和 性 が 低 下 し た 被 検 物 質 の 一 部 分 又 は
改 変 体 と 、 該 抗 体 と の 複 合 体 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 検 出 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 に よ り 、 従 来 の 免 疫 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー を 用 い た 被 検 物 質 の 検 出 方 法 に 比 べ 、 特 異
性 を 低 下 さ せ る こ と な く 、 大 幅 に 簡 素 化 で き る こ と か ら 、 低 価 格 の 製 品 化 が 可 能 と な る 。
ま た 、 被 検 物 質 に 対 す る 認 識 部 位 の 異 な る 抗 体 を ２ 種 作 成 す る 必 要 が な く 適 用 範 囲 が 広 げ
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
抗 体 認 識 部 位 （ エ ピ ト ー プ ） は 、 種 々 の 物 質 で 同 定 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ダ ニ ア レ ル ゲ ン
Derf2の 場 合 、 作 製 さ れ た モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 13A4, 15E11お よ び 18G8の 3種 が あ り 、 そ れ
ぞ れ エ ピ ト ー プ が 決 定 さ れ て い る （ Molecular Immunology 1999; 36:53-60、 特 開 平 05-12
5099、 特 開 平 06-16695） 。 こ の エ ピ ト ー プ 部 位 の ペ プ チ ド を 作 製 し 先 に 述 べ た 抗 体 と あ ら
か じ め 結 合 さ せ た 複 合 体 を 用 い れ ば 該 ア レ ル ゲ ン を さ ら に 簡 便 に 測 定 で き る 。 す な わ ち 、
エ ピ ト ー プ ペ プ チ ド に 適 当 な 色 素 、 例 え ば ロ イ コ 色 素 な ど を 結 合 さ せ て お く 。 こ の 色 素 は
、 通 常 無 色 で あ る が 顕 色 剤 と 反 応 す る こ と に よ り 着 色 す る こ と を 利 用 す る 。 ロ イ コ 色 素 を
結 合 し た エ ピ ト ー プ と 抗 Derf2モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 複 合 体 を 作 製 し ス チ レ ン な ど の 適 当 な
担 体 に 固 定 し て お く 。 そ こ へ ダ ニ ア レ ル ゲ ン Derf2を 含 む 被 検 物 質 を 加 え る と 抗 体 に 結 合
し て い る エ ピ ト ー プ ペ プ チ ド と 本 来 の 結 合 抗 原 で あ る ア レ ル ゲ ン が 競 合 し 親 和 性 の 違 い に
よ っ て 置 換 が 生 じ る 。 遊 離 し た 色 素 を 結 合 し た エ ピ ト ー プ ペ プ チ ド は 、 拡 散 あ る い は 毛 細
管 現 象 な ど を 利 用 し て 固 定 さ れ て い る 部 位 か ら 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 移 動 し た 部 位 に
顕 色 剤 、 例 え ば 没 食 子 酸 あ る い は シ リ カ ゲ ル な ど を 含 有 さ せ て お け ば 発 色 反 応 が 生 じ 目 視
で き る よ う に な り 被 検 物 質 中 に ダ ニ ア レ ル ゲ ン Derf2な ど の 抗 体 認 識 物 質 の 存 在 を 容 易 に
検 出 で き る 。 遊 離 し て く る 色 素 結 合 ペ プ チ ド 量 は 、 被 検 物 質 中 の Derf2量 に 比 例 す る こ と
か ら 発 色 強 度 に 差 異 が 生 じ 簡 便 に 存 在 量 が 推 定 で き る 。 さ ら に 、 実 施 例 １ に 記 載 の よ う に
、 エ ピ ト ー プ ペ プ チ ド の 一 部 の ア ミ ノ 酸 を 置 換 す る こ と に よ っ て 親 和 性 を 変 え 遊 離 条 件 を
種 々 変 え 感 度 設 定 を 容 易 に 行 え る と い う 利 点 も あ る 。
さ ら に 、 実 施 例 ２ に 記 載 の よ う に 、 抗 体 結 合 部 位 の ア ミ ノ 酸 配 列 を 部 位 特 異 的 変 異 に よ っ
て 置 換 し 親 和 性 を 変 え た 抗 体 認 識 物 質 そ の も の を 製 造 し （ 特 開 平 06-253851、 特 開 平 07-95
887、 WO96/030539） 、 先 に 述 べ た 検 出 法 に 利 用 で き る 。 　
以 下 に 実 施 例 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の
で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
ダ ニ ア レ ル ゲ ン Derf2遺 伝 子 の 塩 基 配 列 は 、 Jpn. J. Allergology 1990; 39:557-561に 、
ま た 当 該 ア レ ル ゲ ン に 対 す る モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 15E11の エ ピ ト ー プ は Molecular Immunol
ogy 1999; 36:53-60に 開 示 さ れ て い る 。 そ の 一 部 の ア ミ ノ 酸 を 置 換 し た 8ア ミ ノ 酸 残 基 （ A
la-Thr-Ala-Gly-Lys-Ileu-Ala-Asp） か ら な る ペ プ チ ド を ペ プ チ ド 合 成 機 を 用 い て 合 成 し
た 。 ペ プ チ ド シ ー ク エ ン サ ー で 配 列 を 確 認 し た 後 に 、 ア ミ ノ 基 を ア セ チ ル 化 し 続 い て C末
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端 側 の カ ル ボ キ シ ル 基 を 塩 化 チ オ ニ ー ル で 処 理 し 酸 ク ロ ラ イ ド と し た 。 次 に 、 含 水 エ タ ノ
ー ル に 溶 解 し た メ チ ル バ イ オ レ ッ ト と NaHCO 3 で pHを 中 性 に 保 ち な が ら 反 応 さ せ C末 端 に メ
チ ル バ イ オ レ ッ ト を 結 合 し た ペ プ チ ド を 調 製 し た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
抗 Derf2モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 15E11（ 生 化 学 工 業 株 式 会 社 カ タ ロ グ 番 号 290465） を 50μ g/ml
濃 度 に な る よ う に リ ン 酸 緩 衝 液 （ pH6.8、 50mM） に 溶 解 し た 。 実 施 例 1で 作 製 し た 色 素 結 合
ペ プ チ ド を 50μ g/ml濃 度 に 同 じ 緩 衝 液 に 溶 解 し た 。 抗 体 溶 液 100μ ｌ を エ ッ ペ ン ド ル フ チ
ュ ー ブ に 入 れ 続 い て 色 素 結 合 ペ プ チ ド 溶 液 を 10μ ｌ 加 え た 。 室 温 で 、 ３ 時 間 放 置 し 結 合 反
応 を 行 わ せ た 。 続 い て 、 ザ ル ト リ ウ ス 社 製 ビ バ ス ピ ン 2（ 分 画 分 子 量 10000） に 反 応 終 了 液
を 入 れ 5000g、 室 温 で 5分 間 遠 心 し た 。 通 過 液 を 捨 て 先 に 使 用 し た リ ン 酸 緩 衝 液 500μ ｌ を
加 え て 遠 心 に よ っ て 洗 浄 し た 。 洗 浄 操 作 は 3回 繰 り 返 し た 。 膜 上 に 残 っ た 抗 体 と 色 素 結 合
ペ プ チ ド と の 複 合 体 は 、 洗 浄 に 用 い た リ ン 酸 緩 衝 液 50μ ｌ に 溶 解 し た 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
ポ リ ス チ レ ン 樹 脂 （ Ｊ Ｓ Ｒ 社 製 ； Ｉ Ｍ Ｍ Ｕ Ｔ Ｅ Ｘ － Ｐ Ｓ 、 2μ m） 1ml（ 固 形 分 wt10%） を ガ
ラ ス フ ィ ル タ ー 上 で 蒸 留 水 で 3回 洗 浄 し 実 施 例 2で 用 い た リ ン 酸 緩 衝 液 50μ ｌ に け ん 濁 し た
。 そ こ へ 、 実 施 例 2で 作 製 し た 抗 体 ／ 色 素 結 合 ペ プ チ ド 複 合 体 溶 液 50μ ｌ を 加 え 室 温 で 5時
間 放 置 し た 。 ビ ー ズ を 遠 心 分 離 に て 集 め 同 じ リ ン 酸 緩 衝 液 を 加 え て 遠 心 分 離 操 作 に て 洗 浄
を 3回 繰 り 返 し た 。 洗 浄 し た 後 に 、 1％ BSAを 加 え ブ ロ ッ キ ン グ し た 。 リ ン 酸 緩 衝 液 で 3回 洗
浄 し た 後 に 減 圧 条 件 下 で 乾 燥 し 使 用 す る ま で デ シ ケ ー タ ー 中 、 室 温 で 保 存 し た 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ １ １ 】
ガ ラ ス キ ャ ピ ラ リ ー （ Drummond社 製 ； カ タ ロ グ 番 号 2-000-200、 200μ ｌ 用 ） の 1端 を 脱 脂
綿 で 栓 を し 、 そ こ へ 実 施 例 3記 載 の 抗 体 と 色 素 結 合 ペ プ チ ド 複 合 体 を 吸 着 し た ス チ レ ン ビ
ー ズ を 1mmの 厚 み に な る よ う 充 填 し た 。 次 に 結 晶 性 セ ル ロ ー ス （ 旭 化 成 社 製 ； Ceolus PH-F
20） を 1cm重 層 し さ ら に 何 も 吸 着 さ せ て い な い ス チ レ ン ビ ー ズ を 1mmの 厚 み に な る よ う 充 填
し た 。 さ ら に 結 晶 性 セ ル ロ ー ス を 1cmの 厚 み に な る よ う 重 層 し 脱 脂 綿 で 全 体 を 固 定 し た 。
抗 体 複 合 体 を 吸 着 し た ス チ レ ン ビ ー ズ 側 に ダ ニ ア レ ル ゲ ン Derf2を 10μ g/mlに な る よ う に
リ ン 酸 緩 衝 液 に 溶 解 し た 溶 液 を 200μ l加 え 室 温 で 放 置 し た 。 溶 液 が キ ャ ピ ラ リ ー 内 を 移 動
す る に 従 っ て 色 素 の バ ン ド が 抗 体 複 合 体 を 吸 着 さ せ て い た ス チ レ ン ビ ー ズ か ら 何 も 吸 着 さ
せ て い な い ス チ レ ン ビ ー ズ 層 に 移 動 し Derf2を 検 出 す る こ と が で き た 。 　
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
抗 Derf2モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 15E11が 認 識 す る Derf2の エ ピ ト ー プ 部 ア ミ ノ 酸 に 部 位 特 異 的
変 異 を 導 入 し て 抗 体 と の 結 合 性 を 低 下 さ せ た 改 変 Der2を 作 製 し た 。 す な わ ち 、 Derf2分 子
の 128番 目 の ア ル ギ ニ ン お よ び 129番 目 の ア ス パ ラ ギ ン 酸 を そ れ ぞ れ ア ラ ニ ン に 置 換 し た De
rf2遺 伝 子 を 作 製 し た 。 岩 本 ら が 開 示 し て い る 方 法 （ Int. Arch. Allergy Immunol 1996; 
109:356-361） に 従 っ て 発 現 プ ラ ス ミ ド pFL11に 当 該 遺 伝 子 を 組 み 込 ん だ 。 大 腸 菌 JM109に
作 製 し た プ ラ ス ミ ド を 導 入 し 50μ g/ml濃 度 の ア ン ピ シ リ ン 存 在 下 LB培 地 中 、 30℃ で 培 養 し
た 。 OD600nmに お け る 濁 度 が 0.5に な っ た と き に イ ソ プ ロ ピ ル -β -D-ガ ラ ク ト ピ ラ ノ シ ド で
発 現 を 誘 導 し 6時 間 培 養 を 継 続 し た 。 培 養 終 了 後 、 菌 体 を 遠 心 分 離 で 集 め 生 理 食 塩 水 で 2回
洗 浄 後 、 DNase及 び デ オ キ シ コ ー ル 酸 ナ ト リ ウ ム を 含 む ト リ ス 塩 酸 緩 衝 液 （ 100mM、 pH8.0
） に け ん 濁 し 4℃ で 15分 振 と う し た 。 菌 体 け ん 濁 液 を 氷 冷 下 、 超 音 波 処 理 に て 菌 体 を 破 砕
し 遠 心 分 離 に て 封 入 体 を 回 収 し た 。 回 収 し た 封 入 体 を 10℃ で 一 晩 0.1mMの フ ェ ニ ル メ チ ル
ス ル フ ォ ニ ル ジ フ ル オ ラ イ ド 及 び 8M尿 素 を 含 む ト リ ス 塩 酸 緩 衝 液 に 溶 解 し 遠 心 分 離 に て 沈
殿 を 除 去 し た 。 上 清 を ア ニ オ ン イ オ ン 交 換 樹 脂 で 精 製 し た 後 、 ゲ ル ろ 過 で 緩 衝 液 を リ ン 酸
緩 衝 液 に 交 換 し た 。 限 外 ろ 過 で 濃 縮 し Derf2の 改 変 体 を 調 製 し た 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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実 施 例 5で 調 製 し た Derf2改 変 体 を 酢 酸 緩 衝 液 （ pH5.0、 50mM） に 50μ g/mlに な る よ う 溶 解
し た 。 そ こ へ 、 0.1％ に な る よ う  Coomassie (Amersham社 製 ； PHastGel Blue R-350)溶 液
を 加 え 室 温 で 60分 振 と う し た 。 そ の 後 、 分 画 分 子 量 3000の 限 外 ろ 過 膜 （ ザ ル ト リ ウ ス 社 製
； ビ バ ス ピ ン ２ ） で 結 合 し な か っ た 色 素 を 除 い た 。 0.1％ の 酢 酸 溶 液 で 3回 洗 浄 し た 後 、 リ
ン 酸 緩 衝 液 （ pH7.4、 50mM） に 50μ g/mlに な る よ う 溶 解 し た 。 抗 Derf2モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体
15E11を 500μ g/mlに な る よ う 先 に 述 べ た リ ン 酸 緩 衝 液 に 溶 解 し 色 素 結 合 改 変 Derf2を 等 量
加 え 室 温 で 3時 間 放 置 し た 。 そ の 後 、 分 画 分 子 量 50,000の 限 外 ろ 過 膜 （ ザ ル ト リ ウ ス 社 製
； ビ バ ス ピ ン 2） で 処 理 し 抗 体 に 結 合 し て い な い 色 素 結 合 Derf2改 変 体 を 除 去 し た 。 同 じ リ
ン 酸 緩 衝 液 で 3回 洗 浄 後 、 抗 体 と 色 素 結 合 改 変 Derf2複 合 体 を 100μ lの リ ン 酸 緩 衝 液 に 溶 解
し た 。 実 施 例 3に 記 載 し た 方 法 に 従 っ て 、 ス チ レ ン ビ ー ズ に 作 製 し た 複 合 体 を 結 合 さ せ た
後 に BSAで ブ ロ ッ キ ン グ し た 。 ブ ロ ッ キ ン グ し た 複 合 体 が 結 合 し た ス チ レ ン ビ ー ズ を 減 圧
条 件 下 、 室 温 で 乾 燥 し た 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
Drummond社 製 200μ l用 キ ャ ピ ラ リ ー の 一 端 を 不 織 布 で 栓 を し た 後 に 結 晶 性 セ ル ロ ー ス （ 旭
化 成 社 製 ； Ceolus PH-F20） を 1cmの 高 さ に 充 填 し た 。 そ こ へ 実 施 例 6で 記 載 し た 色 素 結 合
改 変 Derf2と 抗 体 の 複 合 体 を 結 合 し た ス チ レ ン ビ ー ズ を 1mmの 高 さ に 充 填 し 結 晶 性 セ ル ロ ー
ス を 1cm重 層 し た 。 次 に 、 何 も 吸 着 さ せ て い な い ス チ レ ン ビ ー ズ を 1mmに 重 層 し さ ら に 結 晶
性 セ ル ロ ー ス を 1cm重 層 し た 。 最 後 に 開 放 に な っ て い る キ ャ ピ ラ リ ー の 一 端 を 脱 脂 綿 で 固
定 し た 。 不 織 布 に ダ ニ ア レ ル ゲ ン Derf2を 10μ g/ml溶 液 に な る よ う リ ン 酸 緩 衝 液 に 溶 解 し
た 溶 液 10μ lを 添 加 し た 。 続 い て 、 同 じ 場 所 に リ ン 酸 緩 衝 液 を 200μ l添 加 し た 。 そ の ま ま 1
0分 間 放 置 し た 。 色 素 結 合 改 変 Derf2は 、 固 定 さ れ て い た ス チ レ ン ビ ー ズ か ら 外 れ 結 晶 性 セ
ル ロ ー ス 中 を 移 動 し 何 も 結 合 し て い な い ス チ レ ン ビ ー ズ に 捕 捉 さ れ て 青 色 の バ ン ド が 形 成
さ れ 被 検 液 中 に ダ ニ ア レ ル ゲ ン Derf2が 存 在 す る こ と が 検 出 で き る こ と が 明 ら か と な っ た
。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ダ ニ ア レ ル ゲ ン の 場 合 、 作 製 さ れ た モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 と あ ら か じ め 結
合 さ せ た 複 合 体 を 用 い れ ば 該 ア レ ル ゲ ン を 簡 便 に 測 定 で き 、 発 色 強 度 に よ る 定 量 、 感 度 設
定 を 容 易 に 行 え る 。 ま た 抗 体 結 合 部 位 の ア ミ ノ 酸 配 列 を 部 位 特 異 的 変 異 に よ っ て 置 換 し 親
和 性 を 変 え た 抗 体 認 識 物 質 を 製 造 し 、 検 出 法 に 利 用 で き る 。
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